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４
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度

新
春
懇
談
会
～

１
月
１
３
日
（
土
）
、
魚
新
に
て
魚
沼
青
年
会
議
所
の

新
春
懇
談
会
を
行
い
ま
し
た
。
第
１
部
事
業
説
明
会
、
第

２
部
交
流
会
の
２
部
構
成
に
て
開
催
致
し
ま
し
た
。

第
１
部
事
業
説
明
会
で
は
、
関
昌
宏
直
前
理
事
長
に
よ

る
昨
年
度
の
事
業
報
告
に
始
ま
り
、
高
橋
雄
大
理
事
長
よ

り
本
年
度
の
所
信
を
表
明
致
し
ま
し
た
。
ま
た
、
佐
藤
貴

章
委
員
長
か
ら
は
本
年
度
委
員
会
事
業
の
説
明
を
行
い
ま

し
た
。

第
２
部
交
流
会
で
は
、
内
田
幹
夫
市
長
を
は
じ
め
と
す

る
多
く
の
来
賓
の
皆
様
よ
り
ご
祝
辞
を
賜
り
、
ご
来
場
い

た
だ
き
ま
し
た
皆
様
と
お
時
間
を
許
す
限
り
交
流
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
たO

B

・
賛
助
会
員
の
皆

様
、
年
頭
の
お
忙
し
い
中
、
ご
臨
席
賜
り
大
変
あ
り
が
と

̍
݄
׆
ಈ
ใ
ࠂ

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

余
興
で
は
、
高
橋
理
事
長
が
同
日

に
３
７
歳
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
バ
ー
ス
デ
ー
ケ
ー

キ
の
サ
プ
ラ
イ
ズ
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
も
１
年
間
、
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
ご
協
力
を
宜
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

～
会
津
坂
下
「
坂
下
初
市

奇
祭
大
俵
引
き
」
～

１
月
１
４
日
（
日
）
、
福
島
県
会
津
坂
下
町
に
て
行
わ

れ
る
「
奇
祭
大
俵
引
き
」
に
参
加
い
た
し
ま
し
た
。
魚
沼
青

年
会
議
所
と
友
好JC

で
あ
り
ま
す
、
会
津
坂
下
青
年
会
議

所
の
皆
様
と
一
緒
に
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。始

ま
り
は
約
４
０
０
年
前
と
言
わ
れ
、
町
役
場
を
中
心
に

上
町
（
東
・
赤
）
と
下
町
（
西
・
白
）
に
分
か
れ
て
大
俵
を

引
き
合
い
ま
す
。
「
上
町
が
勝
つ
と
そ
の
年
の
米
の
値
段
が

上
が
り
、
下
町
が
勝
つ
と
豊
作
に
な
る
」
と
い
う
、
そ
の
年

の
米
の
相
場
を
占
う
祭
り
と
し
て
毎
年
開
催
さ
れ
て
お
り
ま

す
。本

年
は
下
町
（
西
・
白
）
側
と
し
て
、
重
さ
５
ｔ
も
あ
る

大
俵
を
、
気
温
５
℃
以
下
の
な
か
一
生
懸
命
引
か
せ
て
い
た

【乾杯の様子】
（右から、梅谷衆議院議員、森島市議会議長、高橋理事長、内田市長、皆川県議会議員）
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だ
き
ま
し
た
。
今
年
は
上
町
（
東
・
赤
）
が
勝
っ
た
の
で
米

の
値
段
が
上
が
る
！
と
な
り
ま
し
た
。

お
祭
り
後
は
、
会
津
坂
下
青
年
会
議
所
の
皆
様
と
お
酒
を

酌
み
交
わ
し
な
が
ら
交
流
し
、
文
字
通
り
「
裸
の
付
き
合
い
」

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
興
味
の
あ
るO

B
・
賛
助
会
員
の
皆
様
は
、
ぜ
ひ
来
年

我
々
と
参
加
し
ま
し
ょ
う
！
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

～
新
潟
県
西
区
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
～

１
月
１
日
（
月
）
、
夕
方
頃
に
石
川
県
の
能
登
半
島
に

て
最
大
震
度
７
の
揺
れ
を
観
測
す
る
地
震
が
お
き
ま
し
た
。

震
災
の
影
響
は
新
潟
県
の
各
地
で
も
猛
威
を
振
る
い
、
特

に
西
区
に
お
い
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
要
請
が
出
る
ほ
ど
で

し
た
。

中
越
大
震
災
を
経
験
し
て
い
る
我
々
は
早
速
、
西
区
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
い
た
し
ま
し
た
。
現
地
で

は
土
嚢
袋
が
足
り
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
魚
沼
青
年
会
議

所
で
３
０
０
０
枚
を
提
供
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
液

状
化
現
象
に
よ
り
地
面
が
陥
没
し
、
住
宅
が
傾
く
と
い
う

被
害
の
惨
状
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し
た
。
当
日
は
家
財

道
具
の
運
び
出
し
や
泥
か
き
の
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

現
在
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
だ
け
で
な
く
、
義
援
金
の

活
動
に
も
注
力
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
能
登
半
島
地
震

の
支
援
に
協
力
し
て
い
き
ま
す
。

～
雪
国
青
年
会
議
所
「
新
年
祝
賀
会
」
参
加
～

１
月
１
７
日
（
水
）
、
同
じ
第
５
エ
リ
ア
で
あ
る
雪
国

青
年
会
議
所
が
開
催
す
る
「
事
業
説
明
会
・
新
年
祝
賀
会
」

に
出
席
し
て
参
り
ま
し
た
。

本
年
度
理
事
長
の
松
井
淳
也
氏
に
よ
る
所
信
表
明
を
拝

聴
し
、
と
て
も
身
が
引
き
締
ま
る
想
い
で
し
た
。
来
賓
に

は
南
魚
沼
市
長
を
始
め
、
（
公
社
）
日
本
青
年
会
議
所
北

陸
信
越
地
区
新
潟
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
の
井
浦
義
太
ブ
ロ
ッ

ク
会
長
も
参
席
し
、
多
く
の
有
識
者
の
方
々
と
交
流
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
年
度
は
第
５
エ
リ
ア
同
士
、
例
会
等
を
通
し
て
親
密

な
交
流
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
本
会
は

そ
の
良
き
足
が
か
り
と
な
る
貴
重
な
会
と
な
り
ま
し
た
。

【お祭りの様子】
（会津坂下ＪＣの皆様と記念撮影）

【ボランティア活動の様子】
（土嚢袋３,０００枚を納品）

【雪国青年会議所「新年祝賀会」の様子】
（松井淳也理事長との記念撮影） ２



～
京
都
会
議
に
参
加
～

１
月
１
８
（
木
）
～
２
１
日
（
日
）
、
毎
年
恒
例
で
あ
り

４
日
間
に
か
け
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
京
都
会
議
に
参
加
い
た

し
ま
し
た
。
京
都
会
議
は
、
全
国
各
地
の
青
年
会
議
所
の
メ

ン
バ
ー
が
国
立
京
都
国
際
会
館
に
集
結
し
、
（
公
社
）
日
本

青
年
会
議
所
の
総
会
や
各
種
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
資
質
向
上
を
狙

うJC

の
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
の
ひ
と
つ
で
す
。

本
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
第
５
類
に
移
行

し
て
初
め
て
の
開
催
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
昨
年
度
よ
り
も

多
く
の
青
年
会
議
所
で
賑
わ
い
を
み
せ
て
お
り
ま
し
た
。
魚

沼
青
年
会
議
所
の
メ
ン
バ
ー
も
各
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
し
、

有
識
者
の
講
演
を
拝
聴
す
る
こ
と
で
資
質
向
上
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

会
議
後
は
、
京
都
の
古
き
良
き
町
並
み
を
堪
能
し
な
が
ら

LO
M

ナ
イ
ト
を
開
催
し
、
情
報
共
有
や
本
年
度
の
活
動
に

対
す
る
想
い
を
メ
ン
バ
ー
一
人
ひ
と
り
で
高
め
合
い
ま
し

た
。

～
魚
沼
国
際
雪
合
戦
前
夜
祭
交
流
会
～

２
月
１
０
日
（
土
）
、
本
年
度
も
魚
沼
青
年
会
議
所
の
毎

年
恒
例
事
業
で
あ
り
ま
す
「
魚
沼
国
際
雪
合
戦
前
夜
祭
交
流

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

昨
年
ま
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
会
場
と
し
て
行
っ

て
お
り
ま
し
た
が
、
本
年
度
は
会
場
を
「
見
晴
ら
し
の
湯
こ

ま
み
」
に
て
実
施
い
た
し
ま
す
。
エ
ン
ト
リ
ー
開
始
か
ら
わ

ず
か
２
日
で
定
員
の
１
０
０
名
に
達
す
る
盛
況
で
、
魚
沼
青

年
会
議
所
の
メ
ン
バ
ー
全
員
で
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
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県
外
か
ら
の
参
加
者
も
多
く
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
当
日

は
魚
沼
の
魅
力
を
伝
え
る
た
め
に
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
を
ご
用

意
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
魚
沼
の
飲
食
店
様
か
ら
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
魚
沼
市
の
名
物
料
理
も
振
る
舞
う
予
定
で

す
。
魚
沼
市
長
や
皆
川
県
議
会
議
員
様
も
ご
招
待
し
、
小
出

商
工
会
青
年
部
の
皆
様
と
協
力
の
も
と
、
ご
参
加
い
た
だ
く

皆
様
を
精
一
杯
お
も
て
な
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

O
B

・
賛
助
会
員
の
皆
様
の
ご
予
定
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
？
是
非
、OB

・
賛
助
会
員
の
皆
様
も
ご
参
加
い
た
だ
き
、

県
外
か
ら
ご
参
加
い
た
だ
く
皆
様
に
魚
沼
の
魅
力
を
お
伝
え

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。O

B

・
賛
助
会
員
の
皆
様

か
ら
の
ご
参
加
、
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！

魚沼青年会議所は、新た
な仲間を募集しておりま
す！
魚沼青年会議所は、地域活性化に向け

て日々奮闘しております。魚沼市が人

口減少に苦しむ中、魚沼青年会議所もメンバーの減少が

今後の課題となっております。是非、ＯＢ・賛助会員の

皆様からも「血気盛んな青年がいるぞ！」という情報が

あれば、ご連絡をお願いします。

～ご連絡先～

一般社団法人 魚沼青年会議所

新潟県魚沼市吉田１１４８

魚沼市地域振興センター２Ｆ ＪＣルーム

ＴＥＬ：０２５－７９２－８２２０

ＦＡＸ：０２５－７９３－１１４４

ＭＡＩＬ：info@uonuma-jc.com

２０２４年度専務理事 十見元紀（090-2747-3042）

【京都会議の様子】
（魚沼青年会議所メンバーの記念撮影）

【魚沼国際雪合戦前夜祭交流会の様子】
（昨年度開催時の様子）

３ 一般社団法人魚沼青年会議所　事務局　２０２４年１月３１日　発行


